
 

 

 
 

これからがスタート 

野口塾の塾生に、福岡からくる女性の M さんがいました。難病を

克服し、次は途上国に子ども達の学校を建てる夢の実現です。  

もう１人は介護のエキスパート S さんです。モンブランの登頂や、

今でも大型バイクに乗っているスポーツウーマンです。  

８年ほど前、M さんから「心臓を病んだ時の私と同じ仕草をして

いますよ」と言われました。「時折咳き込んだり、無意識に背中をさ

すったりしている、１度診てもらってください」と先生を紹介され

ました。M さんは数年前に心臓の手術をしています。  

M さんへ生返事を繰り返していると、突然 S さんが訪れ「私が予

約を入れるので診察に行ってください」と、携帯を取り出しました。

S さんに背中を押され重い腰をあげました。  

精密検査の結果は心臓の冠動脈が２か所狭窄しているとのことで

した。このまま放っておくと「心筋梗塞」を起こすとのことです。  

 「ステント手術」をしました。血管の内側は神経がないそうです。

麻酔をしないので、カテーテルが、心臓に向かって血管のなかをズ

ズッと進んでいくのが分かります。ステントを２本入れました。  

翌年に別の狭窄が見つかり、合計４本のステントが入っています。

その後は快調です。もし「心筋梗塞」を起こしたら命にかかわるこ

ともあります。２人の塾生は命の恩人です。  
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地元にかかりつけの医院があります。先代のお父さん先生のころ

から長くお世話になっています。今は息子さんの Y 先生が１週間に

数回時間を割いて診察してくれています。  

心臓など循環器内科の名医です。某大学病院の特任教授と副院長

も務めています。大学病院で教授先生に診てもらうのは大変なこと

です。それが地元で気軽に診てもらえる、こんなありがたいことは

ありません、患者さんは幸せ者です。  

月１回は定期検診に行っています。いつも適切な診断で薬を処方

してくれます。おかげで、血圧も正常、糖尿病もなし、血液検査も

９５点です。が、最近不整脈が出るのが気になるところです。  

 お医者様には名医がいます。相続の世界も同じです。名医と普通

の先生の違いは「見たて」です。素人にはその違いは分かりません。

病気も相続も誰に診てもらうかで運がわかれます。  

私も７７才になりました。建物なら築年数７７年です。あちらこ

ちらが痛んでくるのは当たり前の話です。この歳になれば誰もが病

気のひとつやふたつは持っています。病気を受け入れ、上手に付き

合っていくことが長生きの秘訣ではないかと思います。  

この仕事も来年で３０年になります。勉強と経験を３０年間積ん

できて、相続がようやく見えてきました。人間としても少しは成長

し、これからが本当の意味でのスタートかも知れません。  

Y 先生のお世話になり、もう少し長生きし、１人でも多くの相続

人を円満相続へと導くお手伝いができたならと思います。  


